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部 課

政策 0

経常 0

合計 0

歴史上意義を有する建造物、遺跡等が周囲の自然的環境と一体を成して、古都における伝統と文化を具
現している歴史的風土の保全を図り、後世に継承していくため、市民、事業者、各種団体等に対して古都保
存法の意義と規制について理解と協力を得るため啓発活動を行います。

景観 都市景観

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度

継続的な啓発

新規
・
継続

継続
事業
コー
ド

事業名 古都保存法の啓発

平成２４年度

所管課

事業目標

特記事項

平成２５年度

事業
工程

関連課

継続的な啓発

事業費推計（千円）

0 0

継続的な啓発 継続的な啓発継続的な啓発

0

事業
実績

パネル展・講習会
の実施

パネル展の実施
広報掲載

継続的な啓発活動

予算額
（千円）

0

0

具体的（数
値）目標

市民、事業者、各種団体に対して古都保存法の意義と規制について理解と協力を得るため、啓発活動
を行います。

決算額
（千円）

0 0 0

協働の
相手方

　　□市民　　　□事業者　　　□ＮＰＯ　　　□自治・町内会　　　■その他（　国・神奈川県　）

達成率 20% 40% 60%

事業実績（詳細）

事業履歴
備考

平成21年度
地下道ギャラリー50でパネル展を平成21年9月に実施したほか、市内建設業団体に対して、古都保存法及び
風致地区条例の意義と規制について理解を求めるため、講習会を平成22年3月に開催しました。

平成22年度
地下道ギャラリー50パネル展を実施したほか、広報かまくら11月15日号に古都保存法に関する記事を掲載し
ました。

平成25年度

平成23年度 地下道ギャラリー50でパネル展を７月に開催しました。

平成24年度
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